
73

マスコットキャラクターマスコットキャラクター

あいちゃんあいちゃん

2022（令和4）年2022（令和4）年
4月発行4月発行

No.社協だより社協だより

と

も
に
支えあい心豊か

に

と

も
に
支えあい心豊か

に

CONTENTS　～もくじ～

令和４年度事業計画・予算………………………… ２・3

介護職員初任者研修……………………………………… 3

地域福祉会議の取り組み………………………………… 4

地域福祉会議事業推進５か年計画……………………… 5

マスクの寄附をいただきました………………………… 5

災害ボランティア登録のお願い………………………… 6

まごころ…………………………………………………… 7

おしらせ…………………………………………………… 8

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています

　安芸高田市出身の姉妹ユニット「A
ア

 S
セカンド

ECOND C
カズン

OUSIN」久保田恵美様、小川美沙様のお二人から、昨年８月の
大雨災害の復興支援イベントで集められた募金をご寄附いただいたことに対し、感謝状の贈呈を行ないました。

「想いをかたちに」「想いをかたちに」
～災害支援に備えて～
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令和4年度安芸高田市社会福祉協議会 事業計画
　新型コロナウイルス感染症が出現し３年目を迎え、感染者の増加により地域社会

が厳しい状況におかれています。特に生活上の困難を抱える方や生活福祉資金の特

例貸付や相談支援等、福祉を必要とする方にとって社会福祉協議会は不可欠の存在

となっています。

　また、昨年８月の大雨災害では、多くの皆さまのご協力をいただき、災害ボラン

ティアセンターを中心に被災地の支援活動を行ないました。

　「ともに支えあい　心豊かに」を基本理念に、今年度も引き続き「新型コロナウ

イルス感染症対策」「地域福祉と在宅福祉の融合」「福祉の開拓者として」の３項目を

事業の柱に掲げ、行政や広島県社会福祉協議会等と連携し、地域共生社会の実現に

向けた事業を推進します。

重　点　施　策

１ 新型コロナウイルス感染症対策（事業継続の強化）
　感染症対応マニュアルに基づき、感染防止対策を徹底します。
　感染症の拡大や災害の発生に備え、事業継続体制の整備を行ないます。ともに、
昨年８月に発生した大雨災害の経験を生かし、支援・活動物資を集中管理します。

２ 地域福祉と在宅福祉の融合（地域共生社会づくりの推進）
①地域福祉会議を中心に、地域の社会資源の把握と共有、福祉課題解決に向けた協
議を行ないます。また、ふれあいサロン事業や小地域のお茶の間サロン事業など
集いの場を推進し、住民参加型のサービスが提供できるよう、多機関との協働に
よる相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行ないます。
②高齢者の総合相談窓口として、地域包括支援センターの運営強化を図り、地域福
祉会議や各関係機関との連携により、地域課題の早期発見に努め、課題解決に取
り組みます。
③介護保険事業の安定化に向け、処遇改善および介護人材の確保に努めます。
　また、介護職員の適正なシフト配置や教育指導体制の整備、資格取得のための体
制の整備を図ります。
④行政や福祉施設等と協働し、「介護職員初任者研修」を実施します。
　また、新たに介護助手導入促進事業に取り組み、介護現場の担い手の養成を図り
ます。

3 福祉の開拓者として（組織と財政基盤の安定化）
　事務組織を強化し、ホームページの定期的な更新やオンライン会議の充実などの
情報化を図りながら、財源の確保に向けた取り組みを行ないます。また、法令遵守
により、利用者の皆さまに対して安心してご利用いただける事業運営を展開します。
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令和4年度資金収支予算

収入� （単位：千円）

費　　目 金　額

会費収入 4,610

寄附金収入 7,100

経常経費補助金収入 65,538

受託金収入 85,196

事業収入 8,255

負担金収入 60

介護保険事業収入 208,852

障がい福祉サービス等事業収入 8,681

その他の収入 774

その他の活動による収入 24,355

前期末支払資金残高 128,916

合　　計 542,337

支出� （単位：千円）

費　　目 金　額

社会福祉事業 456,811

法人運営事業 92,927

地域福祉事業 58,476

貸付事業 6,293

本所事業所（介護保険） 57,679

吉田事業所（介護保険） 51,435

甲田事業所（介護保険） 190,001

公益事業 85,526

施設管理事業 14,389

地域包括支援事業 71,137

合　　計 542,337

　介護を必要とされる方が増加し、

介護の担い手の不足が加速していま

す。より多くの方に関心を持ってい

ただき、介護の担い手を育成する取

り組みを推進するため、今年度も介

護職員初任者研修を開催予定です。

　介護を必要とされる方が、住み慣

れた地域やわが家で、安心して生活

が送れるよう、引き続き様々な機関

と協力して取り組んでいきたいと思

います。

　介護保険事業の充実に向け、多く

の方の参加をお待ちしております。

【お問い合わせ先】　介護支援課：☎ 47-1133

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー2級課程）10月開催予定
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地域福祉会議の取り組み
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　地域住民が福祉課題を主体的にとらえ、解決を試みることができるよう、地域づくりに必要な働きかけや

支援を行なう地域福祉会議を全町に設立しました。

　地域ごとに課題が異なる中、それぞれの地域背景や地域資源を基に、住みたいまち、住んでよかったまち

づくりに向けて、地域の皆さまと協力し一緒に取り組んでまいります。

お問い合わせ先

地域福祉課
電話・お太助フォン

47-1131

会 議

風 景
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地域福祉会議事業推進5か年計画

　社協は、広島県の「広島県地域福祉支援計画」、安芸高田市の「安芸高田市地域福祉計画」に基づき、令和元

年度に「第2次地域福祉計画」を策定し、地域福祉事業を推進しています。

　この度、基本方針に掲げられている「地域福祉と在宅福祉の融合～地域共生社会づくりの強化～」をさら

に推進していくためのアクションプランとして「地域福祉会議事業推進5か年計画」を策定し、地域福祉会

議による地域や住民が抱える課題を把握し、解決に向けた取り組みを推進する仕組みづくりを行ない、行政と

の連携を強化、関係機関と協働して、誰もが身近な地域で必要な支援を継続的に受けることができるよう、地

域福祉会議事業推進の一体化・包括的なネットワークの構築を目指します。

　広島北部農業協同組合 代表理事組合長 佐々木祥文様より
マスク4,000枚のご寄附をいただきました。
　引き続き、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、地域
福祉活動の推進、また介護保険サービスを安心してご利用い
ただけるよう、大切に活用させていただきます。
　誠にありがとうございました。
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広島北部農業協同組合様よりマスクの寄附をいただきました
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事前登録災害ボランティア募集
災害に備え，ボランティアの登録を募集します
もしもの時のために，あなたの力を貸してください

　昨年８月の大雨災害では、市民生活の復興に向けた安芸高田市災害ボランティアセンターの活動支援において、多くの

ボランティアの方々にご参加・ご協力いただき誠にありがとうございました。

　もしもの災害に備え、引き続き災害ボランティアを募集します。ｗｅｂフォーム・電話およびFAXにより、事前登録

をお願いいたします。また、お近くの市社協本所・各支所にお越しいただき、登録することもできます。

〔お問い合わせ先〕
　地域福祉課　電話・お太助フォン:47-1131　FAX:47-1312

Webフォームの事前登録はコチラ

①ボランティアの情報をWebフォームから事前登録
②災害発生後に送付するメール案内から活動日時・場所等を予約登録
③当日活動時にはQRコード活用等による分散受付・分散待機
※登録後，災害支援に関する運営訓練等の案内やアンケート等をお送りする場合があります。
※②，③は被災規模・内容等により別の手段で実施する場合があります。

①事前登録 ②活動予約 ③当日活動

災害発生

募集対象

活動内容

募集開始

Web登録

登録期間

活動までの流れ（イメージ）

安芸高田市内発災時の被災者支援活動（住家などの生活復旧活動　等）

令和４年４月１日（金）より

安芸高田市内在住の個人
※高校生以上（但し、未成年の方は保護者の同意が必要です）

登録日から令和５年３月31日まで
※登録は自動継続しないため，毎年度の新規登録手続きが必要です。

　（※申し込み用紙は市社協ホームページよりダウンロードできます）

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 
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事前登録災害ボランティア募集
災害に備え，ボランティアの登録を募集します
もしもの時のために，あなたの力を貸してください

　昨年８月の大雨災害では、市民生活の復興に向けた安芸高田市災害ボランティアセンターの活動支援において、多くの

ボランティアの方々にご参加・ご協力いただき誠にありがとうございました。

　もしもの災害に備え、引き続き災害ボランティアを募集します。ｗｅｂフォーム・電話およびFAXにより、事前登録

をお願いいたします。また、お近くの市社協本所・各支所にお越しいただき、登録することもできます。

〔お問い合わせ先〕
　地域福祉課　電話・お太助フォン:47-1131　FAX:47-1312

Webフォームの事前登録はコチラ

①ボランティアの情報をWebフォームから事前登録
②災害発生後に送付するメール案内から活動日時・場所等を予約登録
③当日活動時にはQRコード活用等による分散受付・分散待機
※登録後，災害支援に関する運営訓練等の案内やアンケート等をお送りする場合があります。
※②，③は被災規模・内容等により別の手段で実施する場合があります。

①事前登録 ②活動予約 ③当日活動

災害発生

募集対象

活動内容

募集開始

Web登録

登録期間

活動までの流れ（イメージ）

安芸高田市内発災時の被災者支援活動（住家などの生活復旧活動　等）

令和４年４月１日（金）より

安芸高田市内在住の個人
※高校生以上（但し、未成年の方は保護者の同意が必要です）

登録日から令和５年３月31日まで
※登録は自動継続しないため，毎年度の新規登録手続きが必要です。

　（※申し込み用紙は市社協ホームページよりダウンロードできます）

広島県安芸高田市八千代町下根578
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社協だより

　新年度を迎え、社協だよりもこれまで以上に読みやすく、様々な情報をお伝えできる内容を目指
し、取り組んでまいります。皆さまのご意見ご感想をお寄せください。

　　　　　＜広報委員会＞　委員長　　浜重　好則　　副委員長　　津賀山とし子
　　　　　　　　　　　　　委　員　　冨田　慶子　　佐々木昌莊　　片岡　典子　　丸山　義捷

編集後記

社協の新型コロナウイルス感染症対策社協の新型コロナウイルス感染症対策
社協では、3つの考え方をもとに感染症対策を徹底しています。

○利用者さまの健康と大切な命を守るために　　　　　　　　　　　�
○利用者さまのご家族や、地域の方の信頼と安心を守るために　　　�
○感染者及び濃厚接触者等の人権や個人のプライバシーを守るために

【環境整備について】
来所対応：�施設出入口に手指消毒液や検温器を設置し、入館時に確認させていただいています。
換　　気：施設内では、空気清浄機の設置をはじめ定期的な換気をしています。
飛沫対策：窓口や相談対応室には、パーテーションや間仕切りを設置しています。また、職員

全てのデスクに間仕切りを設置しています。
拡大防止：施設内では、利用者さまや職員が触れるところを定期的に消毒しています。また、

利用者さまの送迎や職員が使用する車両には、消毒液を配備し、乗車前後で消毒を
行なっています。

【職員管理について】
勤務管理：	出勤前の検温に加え、のどの痛みや倦怠感がある場合は出勤を控えています。ま

た、勤務時は、マスク着用はもちろんのこと、こまめな手洗い、うがい、手指消毒
を行ないます。

職員教育：医師や看護師等の専門家による感染症対策研修を実施し、対応マニュアルの見直し
を随時行なっています。

【介護等サービスの実施について】
　デイサービスでは、ご利用前の検温をお願いし、来所されたときには手洗い、うがい、手指消毒をし
ていただいています。食事室には間仕切りを設け、密を避けるため部屋を分けて食事を楽しんでいただ
いております。また、デイサービス区画とその他の業務を行なう区画を分けて運営しています。
　居宅系サービス（訪問して行なうサービス）では、職員が媒介者とならないように手指消毒液を携帯
し、使用したマスクや手袋、介護用ガウンなどは利用者ごとに交換してサービスを提供しています。

人事異動（令和４年４月１日付）
新　　配　　置 氏　　　名 旧　　配　　置

事務局長兼総務課長 寺　田　博　彦 事務局次長兼地域福祉課長
ふれあいセンターこうだ管理者 益　田　茂　樹 事務局長兼総務課長
介護支援課長（再雇用） 新　田　久美子 甲田支所長

退職（令和４年３月31日付）
氏　　　名 旧　　配　　置
新　田　久美子 甲田支所長
篠　田　明　美 特命介護推進課長
新　川　美　紀 総務課法人経営係長
伊　藤　佳　由 訪問介護吉田事業所所長補佐


